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●１日 経営者研修会　16社20名参加
●５日 理事会
１．総務委員会より
（１）新年祭・新年互礼会について
（２）景況調査について
（３）集団健康診断の実施について
２.厚生委員会より
（１）社員特別研修会の実施について
（２）経営者研修会の開催について
３．事業戦略委員会より
（１）「収益力向上を目指すセミナー」への出席依頼
（２）美大学生による金沢流通会館駐車場整備コンペ

ティションについて
（３）美大生展示作品買い上げについて
４．青年部会より
（１）１１月定例会と今後の予定について
５．事務局より
（１）丸与商事（株）の老舗顕彰の受章について
（２）「金沢商人塾」第４回・第５回例会について
（３）（協）青森総合卸センターによる当組合への視察

研修について
（４）事務局の年末年始休日について
●７日 収益力向上を目指すセミナー 19社25名参加

●４日 新年互礼会
●26日 理事会
１．総務委員会より

（１）景況調査の集計結果について
（２）新入社員歓迎式について
（３）組合員の入会について （有）後山電機
２．事業戦略委員会より
（１）「金沢流通会館駐車場整備コンペティション」に

ついて
（２）21世紀塾(2011アート×まち)への参加について
（３）卸売業経営革新支援事業（収益力向上）における

視察研修及びブランド戦略の講演について
（４）「海牛」の買い取りと設置場所について
３．青年部会より
（１）１月定例会（新年会）について
（２）２月定例会（研修会）について
（３）３月定例会（事業案発表会）について
４．事務局より
（１）総会の日程と開催場所について
（２）「金沢商人塾」について
（３）丸西食品工業（株）・（株）丸昌跡地について
（４）金沢美術工芸大学の卒業制作展について
●28日 金沢流通会館駐車場整備コンペティション開
催　8チーム出品　審査員として17名の理事が参加

●14日～15日　千葉県佐倉市ユーカリが丘視察　
17社18名参加　　　　　　　　　　　　

●15日 新入社員フォローアップ研修（第３回）
●20日 生活習慣病予防健診［一般健診］　　
●21日 生活習慣病予防健診［簡易ドック］　
　［付加健診］［日帰り人間ドック］　
●25日 金沢商人塾第６回例会　講師：小山　昇氏

●２日 理事会
１．総務委員会より
（１）４～12月の収支実績について
（２）運転資金特別融資について
（３）出資金見合いの緊急融資について
（４）問屋神社春季例祭について
２．組合運営委員会より
（１）町内一斉清掃について
３．厚生委員会より
（１）幹部社員研修会の開催について
（２）新入社員行事について
４．事業戦略委員会より
（１）「金沢流通会館駐車場整備コンペティション」
（２）21世紀塾(2011アート×まち)への参加について
（３）卸売業経営革新支援事業（収益力向上）における

視察研修及びブランド戦略の講演について
５．青年部会より
（１）２月定例会（研修会）について
（２）３月定例会（事業案発表会）について
６．事務局より
（１）予算案の提出について
（２）「金沢商人塾」第６回例会の結果報告について
（３）（株）丸昌の土地購入について
（４）卸売業経営革新支援事業（収益力向上）における

ブランド戦略の講演について
●７日 ブランド戦略講演セミナー  25社28名参加
●22日 幹部社員研修会
　『日本経済新聞の読み方講座』　日本経済新聞　
担当次長　斎藤一郎氏　28社　55名参加
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第49回通常総会開催
金沢美術工芸大学との連携で街づくり
第９期「金沢商人塾」開講
バトンエッセー
新入社員歓迎式等を開催
問屋町清掃活動＆バーベキュー大会開催
事務局だより
うちのキラリンさん
組合事務局新職員紹介

街
づ
く
り
で

「
ブ
ラ
ン
ド
力
」
を
高
め
る

　先日東京へ出張の折、若い担当者に誘われて代官山のEatalyという店に寄ってきました。イ
タリアのトリノ発祥で、ニューヨークで大きな成功を収めた後東京に出店したイタリア食材専門
スーパーです。イタリア各地から集められたチーズ、パスタ、ハムなどの品揃えは圧倒的で、イタ
リア料理に関心がなくても、生ハムの王様クラテッロだのピエモンテ栗のシロップ漬けだの見
ているだけで楽しい気分になります。それをイートインで食べることもでき、さながらミニテー
マパークのような雰囲気を演出しています。オンラインショップが発達して世界中の物が手軽に
買えるようになってもリアル店舗には到底かなわない部分があると改めて感じさせられ、その
勢いで、家に帰った後は冷蔵庫の奥で滞留在庫になりそうなゴルゴンゾーラ青かびチーズを思
わずひと塊買ってしまいました。 （Ｋ．Ｍ）

組合事務局新職員紹介
　私は地元金沢出身で、前任の柳
瀬常務同様商工中金で勤務後、こ
の４月からご縁をいただき事務局
に勤めさせていただくことになり
ました。不慣れな点もございます
が、１日も早く問屋センターを知り、
皆様と信頼関係を構築していきた
いと思っていますのでよろしくお
願いいたします。
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泰和ゴム興業株式会社 源　利彦さん
実践の中で学んでいきます

キ
ラ
リ
ン
さ
ん

問
屋
町
に
お
勤
め
の

元
気
な
社
員
の
方
を
ご
紹
介
し
ま
す

うちの
中西株式会社 坂　裕充さん

回転のスピードと情報の質を上げて

　タオル、寝装品、販促関係の営業を
９年、まだまだ未熟だと自覚していま
す。最近は値段ありきのお客様も増え
て、「品質が良ければ多少高くても…」
という考えは通用しません。その中で
残っていくためには、新商品や実績の

ある商品などお客様にとってプラスになる情報を回転を上げて
提示していかなければ…。営業マンとしての味を出しニーズをと
らえた営業スタイルを展開するうえで、イメージしやすい資料や
サンプルを充実さていくことも必要だと感じています。
　車が大好きです。家族とのドライブにも癒されますが、愛車の
エンジンやマフラーの音を聴きながら１人で考えごとをする時
間も和みのひと時です。

　経理を担当して４年目に入り、ようやく
仕事が見えてきたところです。細かいミスを
しないように何度も確認し、生意気と言わ
れても経理として通すべきところは通すよ
うにしています。経理を含む管理部門は会
社全体の頭脳的な位置づけにあり、少人数

でも役割は大きい。将来は会社を動かせるような人材になりたい
と思っています。目標としている上司に「もっと勉強しろ」と言われ
たことも。本などで勉強するよりも、日々の仕事の中で実践しなが
ら専門的な知識を蓄えていくことが大切だと思っています。
　小中学校では野球をしていました。身体がなまらないようにジ
ムへ行ったりもしたのですが、なかなか続かない…。今年は組合の
ソフトボール大会に挑戦してみようかな。

事務局長
泉 康次



第49回

通
常
総
会
開
催

１
．総
会
の
種
類 

通
常
総
会

２
．招
集
期
日 

平
成
24
年
５
月
11
日

３
．開
催
期
日 

平
成
24
年
５
月
25
日

４
．開
催
場
所 

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

 

ホ
テ
ル
金
沢

５
．組
合
員
総
数 

１
０
８
人

６
．出
席
総
数 

本
人
出
席
47
人

 

委
任
状
出
席
47
人

７
．議    

長 

伊
藤 

淳
藏

【
議
　
事
】

〈
第
１
号
議
案
〉
平
成
23
年
度
事
業
報
告
、
貸
借

対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
財
産
目
録
の
承
認
及
び

監
査
報
告
の
件

〈
第
２
号
議
案
〉
平
成
23
年
度
剰
余
金
処
分(

案)

承
認
の
件

〈
第
３
号
議
案
〉
平
成
24
年
度
事
業
計
画(

案)

承

認
の
件

〈
第
４
号
議
案
〉
平
成
24
年
度
収
支
予
算(

案)

並

び
に
賦
課
金
の
賦
課
徴
収
方
法
承
認
の
件

〈
第
５
号
議
案
〉
平
成
24
年
度
組
合
借
入
金
の
最

高
限
度
額
及
び
１
組
合
員
に
対
す
る
貸
出
限
度
額

承
認
の
件

〈
第
６
号
議
案
〉
理
事
及
び
監
事
報
酬
の
件

 

以
上
を
上
程
し
、す
べ
て
全
員
異
議
な
く
承
認
さ

れ
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が
経
過
し
早
い
復
興

が
望
ま
れ
る
な
か
、こ
の
夏
も
原
発
問
題
の
た
め

国
を
挙
げ
て
の
節
電
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。ま
た
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
不
安
や
消
費

税
増
税
問
題
等
、政
治
も
経
済
も
先
行
き
が
不
透

明
で
す
が
、一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
高
く
も
っ
て
こ

の
逆
境
を
乗
り
越
え
、組
合
員
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
平
成
23
年
度
は「
ア
ー
ト
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す

る
街
づ
く
り
」と｢

組
合
員
の
収
益
力
向
上
の
た
め

の
調
査
研
究｣

の
２
つ
を
重
点
事
業
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

　「
ア
ー
ト
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
街
づ
く
り
」で

は
金
沢
美
術
工
芸
大
学
と
の
提
携
に
よ
り｢

問
屋

ま
ち
ス
タ
ジ
オ｣

を
開
設
、昨
年
９
月
に
は
金
沢
美

大
の
企
画
協
力
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
大
変
好
評

で
し
た
。ま
た｢

問
屋
ま
ち
ア
ー
ト
パ
ー
ク｣

の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
制
作
、愛
称
の
公
募
・
決
定
、美
大
生

の
彫
刻
作
品
買
い
取
り
等
を
行
い
、「
金
沢
流
通
会

館
駐
車
場
整
備
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」で
は
美
大
生

か
ら
提
案
を
公
募
す
る
な
ど
、美
大
生
の
感
性
を

活
か
し
た
街
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　｢

組
合
員
の
収
益
力
向
上
の
た
め
の
調
査
研
究｣

は
金
沢
市
の
ご
協
力
で
実
施
し
ま
し
た
。経
営
体

質
を
革
新
し
て
企
業
力
の
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を

目
指
し
て
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
中
心
と

し
た
も
の
づ
く
り
」と「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」と
い
う

２
つ
の
テ
ー
マ
で
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
事
業
と
し
て
、ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
で
有

名
な
千
葉
県
佐
倉
市
ユ
ー
カ
リ
が
丘
を
視
察
し
ま

し
た
。こ
こ
は
40
年
前
か
ら
開
発
が
開
始
さ
れ
今

も
進
化
し
続
け
て
い
る
70
万
坪
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
で
、街
づ
く
り
ば
か
り
で
な
く
街
の
ブ
ラ
ン
ド

力
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み
も
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。ま
た
、従
来
か
ら
行
っ
て
き
た
数
多
く

の
事
業
も
、組
合
員
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
推
進

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
て
今
年
度
も
昨
年
に
引
き
続
き
、「
ア
ー
ト
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
」を
念

頭
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。「
問
屋
ま
ち
ス

タ
ジ
オ
」が
オ
ー
プ
ン
し
て
２
年
目
に
入
り
、展
示

会
や
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等
、よ
り
活
発
な
運
営
を

予
定
し
て
い
ま
す
。そ
の
他
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
事
業
の
推
進
や
、第
９
期「
金
沢
商
人
塾
」及
び

各
種
研
修
会
の
開
催

等
を
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
い
ず
れ
の
事
業
も
組

合
員
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
大
切
で

す
。皆
様
か
ら
の
ご
意

見
を
お
聞
き
し
な
が

ら
積
極
的
に
推
進
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
総
会
に
先
立
っ
て
、グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
宣
言
が

行
わ
れ
た
。こ
れ
は
金
沢
市
の「
グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
実

践
都
市
宣
言
」の
趣
旨
に
賛
同
し
て
取
り
組
む
も

の
で
、「
グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
」「
ア
ー
ト

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
き
れ
い
な
街
づ
く
り
」を

推
進
す
る
た
め
の
実
践
事
項
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

稲
葉
　
良
二
 
石
川
県
商
工
労
働
部
次
長

西
川
　
　
哲
 
金
沢
市
産
業
局
商
業
振
興
課
長

越
島
　
正
喜
 
金
沢
商
工
会
議
所
専
務
理
事

五
嶋
耕
太
郎
 
石
川
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長

吉
田
　
　
忠
 
商
工
組
合
中
央
金
庫
金
沢
支
店
次
長

多
田
　
隆
保
 
北
國
銀
行
問
屋
町
支
店
長

坂
本
　
嘉
和
 
北
陸
銀
行
金
沢
問
屋
町
支
店
長

田
中
　
弘
明
 
金
沢
信
用
金
庫
問
屋
町
支
店
長

来
賓
出
席
者

協
同
組
合
金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー
の
第
49
回
通
常
総
会
が
５
月
25
日
午
後
５
時

30
分
よ
り
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
金
沢
で
開
催
さ
れ
、
全
議
案
が

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

ア
ー
ト
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

「
き
れ
い
な
街
づ
く
り
」を
展
開

伊
藤
理
事
長
挨
拶

１、私たちは、全社
参加の問屋町地

内一斉

清掃を行うことによ
り、社員一人ひとり

の

環境美化の意識
を高め、きれいな

街の

維持に努めます。

１、私たちは、たば
この吸い殻のぽい

捨てを

しないなど、公共
のルールを守るこ

とを

徹底し、問屋町の
社員全員のマナー

向

上に努めます。

１、私たちは、問屋
町セーフティドラ

イブ・コ

ンテストなどを通
して、交通ルール

、交

通マナーの遵守を
推進し、安全で安

心

な街づくりに努めま
す。

１、私たちは、金沢
美術工芸大学と連

携した

町内の彫刻の設
置、花いっぱい運

動や

道路・駐車場の緑
化を推進し、問屋

町を

「アート」と「緑」に
あふれたきれいな

街づ

くりに努めます。

グッドマナー宣言

当組合を代表して
宣言文を読み上げ
る伊藤理事長。

総会終了後、会場を移して懇親会が行われた。

　

問
屋
ま
ち
ア
ー
ト
パ
ー
ク
の
ｍ
ｕ
ー

ｋ
ｕ

の
展
示
作
品
が
、米
林
久
美
子
さ
ん
の「
海

牛
」か
ら「
回
想
」に
変
わ
り
ま
し
た
。「
回

想
」の
作
者
は
金
沢
美
術
工
芸
大
学
４
年

生
の
吉
田
裕
梨
さ
ん
で
す
。

　

な
お
、「
海
牛
」は
当
組
合
が
所
蔵
品
と

し
て
買
い
上
げ
、

現
在
は
き
ま
っ

し
広
場
に
常
設

展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、美
大
生
が
ア

ト
リ
エ
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
活
用
し
て

き
た
問
屋
ま
ち
ス
タ
ジ
オ
。そ
の
存
在
を

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
看
板
替
わ

り
と
し
て
利
用
し
た
の
は
、ス
タ
ジ
オ
の

隣
の
貸
し
倉
庫
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
で
す
。普
段

は
下
り
た
ま
ま
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
ペ
イ
ン

ト
を
施
し
、一
目
で
ス
タ
ジ
オ
の
場
所
が
わ

か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

広
く
一
般
の
方
が
ア
ー
ト
と
触
れ
合
え

る
場
所
と
し
て
、さ
ら
な
る
進
化
を
目
指

し
ま
す
。

　

金
沢
美
術
工
芸
大
学
の
真
鍋
教
授
グ

ル
ー
プ
が
９
月
か
ら
問
屋
ま
ち
ス
タ
ジ
オ

を
中
心
に
、サ
イ
ト
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー

ト
展
を
展
開
す
る
予
定
で
す
。

　

問
屋
町
の
各
組
合
員
か
ら
素
材
な
ど
の

提
供
を
受
け
て
作
品
を
制
作
し
、作
品
制

作
の
過
程
も
公
開
さ
れ
ま
す
。現
在
は
、問

屋
町
で
し
か
生
ま
れ
な
い
作
品
を
目
指
し

て
構
想
を
練
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。協
力

を
い
た
だ
け
る
、組
合
員
も
募
集
し
て
い
ま

す
！

　
「
問
屋
町
に
存
在
す
る
た
め
の
ア
ー
ト

作
品
」が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
誕
生

す
る
の
か
、ぜ
ひ
問
屋
ま
ち
ス
タ
ジ
オ
に
遊

び
に
き
て
、そ
の
目
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

サ
イ
ト
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト…

特
定
の

場
所
に
存
在
す
る
た
め
に
制
作
さ
れ
た
美
術
作

品
お
よ
び
経
過
の
こ
と
を
さ
す
。

　

組
合
員
を
は
じ
め
、広
く
近
隣
の
皆
さ

ん
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。

７
月
７
日
・
14
日
・
21
日

　
　
　
　

●
折
り
紙
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

８
月
5
日
●
陶
芸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

８
月
11
日
●
ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

８
月
18
日
●
モ
ビ
ー
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

アートをキーワードにした文化の街づくりに取り組む
金沢問屋センターの活動をご紹介します。

ART
キーワードは

KANAZAWA  COLLEGE  OF  ART

金沢美術工芸大学との連携で
街づくり

カラーでお見
せできないの
が残念！

組合員の商品説明を
真剣に聞く学生たち。

「回想」は花の
化石をイメージ
した作品。

×コラボコラボ

問屋まち
スタジオ

●アートを発信●

問屋まち
アートパーク

●アートに出会う●

01
シ
ャ
ッ
タ
ー
に

ペ
イ
ン
ト
！

̶

問
屋
ま
ち
ス
タ
ジ
オ
を

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル̶

02
問
屋
町
の
た
め
の

ア
ー
ト
作
品

̶

サ
イ
ト
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク

ア
ー
ト
展 

始
動̶

03
ア
ー
ト
に
触
れ
、

親
し
む

̶
問
屋
ま
ち
ス
タ
ジ
オ
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催̶

m
u-

k
u
に
新
し
く

「
回
想
」を
展
示

̶

「
海
牛
」を
買
い
上
げ
て

き
ま
っ
し
広
場
に
展
示̶

作品にどのように活かそうか？

制作者の吉田裕梨さん。

ここがスタジオ

遠くからでもスタジオ
を発見できる。



新
入
社
員
歓
迎
式
、

電
話
教
室

及
び
研
修
会
を
開
催

ー
企
業
人
と
し
て
の
基
本
を
勉
強

 

４
月
３
日（
火
）金
沢
流
通
会
館
研
修
室
に
お
い

て
今
年
組
合
員
企
業
に
入
社
し
た
11
社
43
名（
男

性
31
名
、女
性
12
名
）が
出
席
し
、新

入
社
員
歓
迎
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
理
事
長
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
、

石
川
県
立
金
沢
商
業
高
等
学
校
富
永

正
英
校
長
か
ら
の
ご
祝
辞
に
続
い
て
、

先
輩
社
員
挨
拶
と
し
て
冨
木
医
療
器

（
株
）山
本
隆
史
さ
ん
よ
り
激
励
の
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
後
、新
入
社

員
を
代
表
し
て（
株
）ヤ
ギ
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
北
西
僚
さ
ん
が
社
業
へ

の
貢
献
を
誓
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
エ
キ
ス
パ
ー
ト
フ
ラ
ッ
プ

（
株
）社
長
の
高 

由
紀
氏
を
講
師
に

招
き
、「
毎
日
イ
キ
イ
キ
ワ
ク
ワ
ク
楽

し
く
仕
事
を
す
る
ヒ
ン
ト
」の
テ
ー
マ

で
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
青
年
部
会
主
催

問
屋
町
清
掃
活
動
＆

組
合
員
社
員
交
流
会

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
開
催
！

　
７
月
１
日（
日
）に
、問
屋
町
清
掃
活
動
と
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
清
掃
活
動
は
中
止
に

な
り
ま
し
た
が
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
は
決
行
。組

合
員
社
員
、金

融
機
関
各
社
な

ら
び
に
問
屋
ま

ち
ス
タ
ジ
オ
の

金
沢
美
大
メ
ン

バ
ー
も
加
わ
り
、

総
勢
約
１
０
０

名
で
交
流
を
図

り
ま
し
た
。

　
ま
た
の
ご
参

加
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、４
月
５
日（
木
）の
新
入
社
員
電
話
教
室

に
は
８
社
26
名
が
、４
月
９
日（
月
）、10
日（
火
）の

２
日
間
行
わ
れ
た
新
入
社
員
研
修
会
に
は
11
社
33

名
が
参
加
し
、企
業
人
と
し
て
の
基
本
的
な
マ

ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
な
ど
に

つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

頑張れ！
明日の顔

新入社員を代表して誓いの
言葉を述べるヤギコーポ
レーションの北西さん。

使い慣れた携帯電話も
ビジネスとなると、ドキドキ！

生けたときの
心情まで読み
解く鋭い先生。

アットホームな雰囲気。

思い思いで輪になって、食べました！ 語りました!!

一心不乱に書に向かう。

熱心でていね
いなご指導。

※各教室の詳細については組合事務局までお問い
合わせください。

みなさんも
参加してみませんか？

みなさんも
参加してみませんか？

わが社をPR

　
「
前
へ
」「
前
へ 

前
へ
」「
明
治 

前
へ
」 

こ
の

言
葉
は
、昭
和
４
年
に
明
治
大
学
卒
業
と
同

時
に
同
校
の
ラ
グ
ビ
ー
部
監
督
に
就
任
し

た
北
島
忠
治
先
生
が
、一
貫
し
て
選
手
達
に

投
げ
か
け
続
け
た
言
葉
で
す
。95
歳
で
天
寿

を
ま
っ
と
う
す
る
ま
で
67
年
間
明
治
ラ
グ

ビ
ー
部
を
指
揮
し
、日
本
一
１
回
、大
学
選

手
権
20
回
優
勝
、ま
た
多
く
の
日
本
代
表
選

手
を
育
て
上
げ
ま
し
た
。こ
の「
前
へ
」と
い

う
言
葉
は
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
す
が
、こ
の

精
神
は
今
も
な
お
明
治
ラ
グ
ビ
ー
部
に
受

け
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、高
校
よ
り
ラ
グ
ビ
ー
を
嗜
ん
で
き

ま
し
た
。若
か
り
し
20
数
年
前
、日
本
で
ラ

グ
ビ
ー
は
人
気
が
あ
り
、数
々
の
試
合
が
中

継
さ
れ
て
い
ま
し
た
。特
に
大
学
ラ
グ
ビ
ー

は
人
気
が
あ
り
、お
正
月
時
期
に
開
催
さ
れ

る
早
慶
明
の
戦
い
な
ど
は
食
い
入
る
よ
う

に
み
て
お
り
、そ
の
ラ
ガ
ー
マ
ン
達
の
プ

レ
ー
は
お
手
本
で
あ
り
憧
れ
の
的
で
し
た
。

　

テ
レ
ビ
中
継
の
明
治
戦
な
ど
で
映
し
出

さ
れ
る
北
島
監
督
は
、い
つ
も
タ
バ
コ
を
吹

か
し
て
お
り
、杖
を
付
い
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん

な
の
で
す
。本
当
に
こ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が

屈
強
な
ラ
ガ
ー
マ
ン
達
を
率
い
て
い
る
の
か

と
い
う
疑
い
の
目
で
み
て
お
り
ま
し
た
。ま

た
、解
説
な
ど
で
明
治
ラ
グ
ビ
ー
ス
タ
イ
ル

の
象
徴
た
る「
前
へ
」と
い
う
言
葉
が
度
々
登

場
し
て
き
て
お
り
ま
し
た
。一
無
名
ラ
ガ
ー

vol.1
4

エ
ッ
セ
ー

エ
ッ
セ
ー

(株)オータニ　取締役

大谷 方人

第
６
回
●
２
月
25 

日（
土
）

　
今
年
で
９
年
目
と
な
る「
金
沢
商
人
塾
」の
開

講
が
決
定
。７
月
21
日
に
開
講
式
と
第
１
回
目
の

講
義
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。第
９
期
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
第
１
期
か
ら
毎
年
講
師
を
お
願
い
し
て
い
る

杉
山
孝
男
氏
や
大
塚
徹
氏
な
ど
、多
彩
な
講
師
陣

で
今
年
度
も
進
め
、随
時
、誌
面
で
講
義
の
内
容

な
ど
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

第９期「金沢商人塾」 開講
　
小
山
氏
は
、強
い
会
社
の
条
件
と
し
て
基
準
を

明
確
に
す
る
こ
と
を
あ
げ
た
。ほ
と
ん
ど
の
会
社

に
は
賞
罰
の「
賞
」し
か
な
い
の
だ
が
、「
罰
」が

あ
っ
て
こ
そ「
賞
」が
映
え
る
と
い
う
。実
際
に
小

山
氏
が
経
営
す
る（
株
）武
蔵
野
で
は
、賞
与
の
大

幅
減
額
が
年
間
に
何
件
か
あ
る
と
の
こ
と
。

　
ま
た
採
用
基
準
等
も
明
確
に
な
っ
て
お
り
、そ

の
基
準
は「
一
緒
に
飲
ん
で
楽
し
そ
う
な
人
」だ
と

い
う
こ
と
だ
。仕
事
は
一
人
で
行
う
も
の
で
は
な

い
、一
人
が
和
を
乱
せ
ば
台
無
し
に
な
る
、だ
か
ら

楽
し
く
仕
事
が
で
き
そ
う
な
人
を
採
用
す
る
の

だ
と
社
員
に
も
明
言
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
会
社
が
強
く
あ
る
た
め
に
は「
経
営
は

現
金
に
始
ま
り
現
金
に
終
わ
る
」と
語
り
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
重
要
性
な
ど
の
持
論
を
熱

く
語
っ
た
。

　
塾
生
・
聴
講
生
を
合
わ
せ
て
90
名
を
超
え
る
出

席
を
頂
き
、商
人

塾
史
上
最
高
の

人
数
と
な
っ
た
。

小
山
氏
の
熱
弁

と
塾
生
の
熱
心

な
態
度
に
講
演

終
了
後
も
な
か

な
か
会
場
の
熱

気
が
冷
め
ず
、ま

さ
に
第
８
期
の

最
終
回
に
相
応

し
い
例
会
に
な
っ

た
。

多
彩
な
講
師
陣
で
６
回
の
例
会
を
予
定

第
８
期「
金
沢
商
人
塾
」は
２
月
25
日
に
実
施
さ
れ
た
第
６
回
例
会
を
も
っ
て
終
了
。７
月
21
日
に
第

９
期
が
開
講
し
、６
回
の
例
会
を
通
し
て
経
営
を
学
び
、リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
人
間
力
を
磨
き
ま
す
。

第
８
期
最
終
回　

例
会
報
告

第
９
期
開
講
式
と

　

 

第
１
回
例
会
を
開
催

第
９
期
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

● 

第
１
回
　
７
月
21
日（
土
）

　
講
師
／
名
古
屋
大
原
学
園 

学
園
長
　
杉
山
　
孝
男
氏

　『
中
国
古
典
か
ら
み
た
人
間
学
と
経
営
学
』

● 
第
２
回
　
９
月
22
日（
土
）

　
講
師
／

（株）
後
継
者
Ｂ
Ｃ
研
究
所 

　
　
　
　
代
表
取
締
役
　
大
島 

康
義
氏

　『
後
継
者（
次
世
代
経
営
者
）の
心
得

　
　
　
　
　
　
　
〜
事
業
継
承
と
成
長
サ
イ
ク
ル
〜
』

● 

第
３
回
　
10
月
20
日（
土
）、21
日（
日
）

　
講
師
／

（株）
日
本
ヒ
ュ
ー
マ
ン
経
営
研
究
社 

　
　
　
　
社
長
　
大
塚
　
徹
氏

　『
企
業
力
は
上
司
力
で
決
ま
る
!!

　
　
　
　
　
　
〜
デ
フ
レ
に
打
ち
勝
つ
組
織
作
り
〜
』

● 

第
４
回
　
11
月
24
日（
土
）

　
講
師
／
こ
こ
ろ
の
塾
　
境
野 

勝
悟
氏

　『
日
本
の
心
の
経
営
』

● 

第
５
回
　
12
月
22
日（
土
）

　
講
師
／
人
間
学
経
営
研
究
所 

所
長
　
林
　
英
臣
氏

　『
幕
末
の
志
士
に
学
ぶ
』

● 

第
６
回
　
平
成
25
年
２
月
23
日（
土
）

　
講
師
／
変
革
ク
リ
エ
ー
タ
ー
　
吉
川 

隆
久
氏

　『
変
革
時
代
の
リ
ー
ダ
ー
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
』

7
21

マ
ン
と
し
て
は
、試
合
で
前
へ
行
こ
う
と
す

る
の
は
あ
た
り
ま
え
や
し
、裏
を
返
せ
ば
、

ラ
グ
ビ
ー
は
ボ
ー
ル
を
前
へ
投
げ
て
は
い

け
な
い
の
に
、こ
の
監
督
は
お
か
し
な
事
を

言
っ
て
い
る
な
と
い
う
思
い
で
し
た
。

　

時
は
流
れ
、数
年
前
に
仕
事
を
し
て
い
た

時
に
、こ
の「
前
へ
」と
い
う
言
葉
が
私
の
脳

裏
に
突
如
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。そ
れ
以
来

い
つ
の
間
に
か
心
の
中
で「
前
へ 

前
へ
」と
唱

え
る
事
が
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
う

ち
に
こ
の
言
葉
の
奥
の
深
さ
に
気
付
い
て

き
た
の
で
す
。

　

長
引
く
日
本
経
済
の
後
退
、先
の
見
え
な

い
経
済
環
境
の
下
、仕
事
が
今
ま
で
の
よ
う

に
は
運
ば
な
か
っ
た
り
、後
退
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
事
が
多
々
あ
り
ま
す
。ラ
グ
ビ
ー
の

ゲ
ー
ム
も
そ
う
な
の
で
す
。相
手
に
押
し
込

ま
れ
る
事
も
あ
り
ま
す
。対
戦
相
手
の
体
格

が
よ
く
、尻
込
み
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
時「
前
へ
」進
も
う
と
い
う
強
い
意
志

が
働
か
な
け
れ
ば
、ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着
く

事
は
で
き
な
い
の
で
す
。

　

北
島
監
督
は
明
治
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
の

監
督
で
あ
る
と
同
時
に
人
間
と
し
て
の
生

き
方
を
ラ
グ
ビ
ー
を
通
し
て
教
え
、「
前
へ
」

と
い
う
北
島
哲
学
の
も
と
明
治
の
選
手
達

を
社
会
で
も
通
用
す
る
よ
う
指
導
し
た
心

の
教
育
者
だ
っ
た
そ
う
で
す
。選
手
に
よ
り

「
前
へ
」の
受
け
取
り
方
は
違
い
ま
す
が
、現

明
治
吉
田
監
督
は
、「
何
事
に
対
し
て
も
、前

へ
行
く
た
め
に
は
自
分
が
自
信
と
誇
り
を

持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。人
間
は

誰
し
も
弱
い
自
分
が
い
る
。己
に
勝
っ
て
こ

そ
初
め
て
戦
う
事
が
で
き
る
」と
言
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

　
「
前
へ
」は
シ
ン
プ
ル
な
言
葉
で
す
が
奥
の

深
さ
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
を
著
し
た
出
版
物

が
あ
り
ま
す
。も
し
ご
興
味
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
一
度
お
読
み
く
だ
さ
い
。

「
前
へ
」 

い
つ
の
時
代
に

も
通
じ
る
力
強
い
一
言

「
強
い
会
社
に
す
る
た
め
の
儲
か
る
仕
組
み

作
り
」 

小
山
　
昇
氏

当組合では福利厚生事業の一環として、書
道や花道の教室を開いております。

　組合広報誌で御社のPRをしませんか?
記事を通して組合員の相互理解を深めてい
きたいと思います。
　内容は自由！詳細は組合事務局までお問
い合わせください。

和食処 
よろこび庵〈流通会館１階〉

蕎麦にこだわり 手打ちにこだわり蕎麦にこだわり 手打ちにこだわり蕎麦にこだわり 手打ちにこだわり

●●●●●●生 徒 募 集 中 ！

書道教室
各月の課題文字を練習します。書書

花道教室
季節のお花を生けます。花

スタッフ一同元気な笑顔で
お待ちしています。

　原料の蕎麦にこだわり、ていねいに手
打ちしてお出ししています。蕎麦以外に
も、うどん、日替わり弁当などメニューが
豊富。ぜひ、お越しください。

●日替わり弁当などは団地内の配達も承って
います。詳しくは
　☎ 238-5544までお尋ねください

情報をお待ち
しています！

掲載希望会員 
　　大募集！


